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研究の目的
水田経営の大規模化には，作業時期の分散とコスト低減のために，水稲直播栽培だけで

なく，より省力的な移植栽培技術の組合せが必要です。そこで，移植栽培の省力化策とし

て期待される，ハウス平置きで被覆資材の常時被覆(ベタ掛け)・無かん水による簡易乳苗

育苗技術と，使用育苗箱数を減らすことを目的とした疎植栽培技術について，実証調査な

どから春作業の省力効果を明らかにしました。

研究成果
簡易乳苗育苗技術では，常時被覆状態で10日間程度で8～10ｃｍの苗を得られることか

ら，かん水と防除作業が不要です。また，この乳苗育苗技術と坪当たり37株とする疎植技

術により，いずれも使用箱数を減少でき，播種や苗運搬等の手作業を省力化できます。

水稲作20ha規模の経営を想定した労働時間の試算によると，稚苗・坪当たり60株移植・

10a当たり18箱使用の標

準体系における1ha当た

り春作業労働時間の合

計11時間28分に対し，

両省力化技術を組合せる

ことで４割程度を削減す

ることが可能です(表)。

同じく経費を試算する

と，標準体系の経費合計

（10a当たり13,970円）

に対し，疎植では15％，

乳苗では13～17％，乳苗

と疎植の組合せでは26～

29％の削減が可能です。

利活用の留意点等
今回対象とした作業内容は，種子予措から移植後の育苗箱洗浄までの春作業です。

また，調査事例は全て加温出芽育苗であり，５月上旬播種の無加温出芽育苗の場合は目

標苗長を確保するために12日前後を要します。

なお，疎植の移植作業では植え付け精度を維持するために作業速度を落とす必要があり，

栽植密度については地域や移植時期に合わせた検討が必要となります。

本研究は農林水産省及び復興庁の「食料生産地域再生のための先端技術展開事業（先端

プロ）」，及び農林水産省の委託プロジェクト研究「水田の潜在能力等による農地周年有効

活用技術の開発（水田底力プロ）」により実施しました。

より詳しい内容は「普及に移す技術」

第９０号（平成２７年発行） 「乳苗及び疎植技術による春作業の省

力・経費削減効果」，及び第８４号（平成２４年発行）「常時被覆に

よる簡易な無加温出芽乳苗育苗」をご覧ください。

http://www.pref .miyagi. jp/soshiki/res_center/hukyuu-index.html

表　乳苗・疎植導入時の春作業労働時間の評価

省力化の内容
稚苗

37株/坪
乳苗

60株/坪
乳苗

37株/坪
12箱/10a 13.5箱/10a 9箱/10a

浸種 100% 100% 100%

催芽 68% 100% 68% 催芽器使用回数減
脱水 67% 100% 67% 脱水機の回数減
風乾 68% 100% 68% 掛け替え作業減
播種 67% 75% 50% 播種作業量減少

加温出芽
運搬・配置

68% 72% 50% 運搬作業量減少

苗防除 100% 0% 0% 防除作業なし
かん水 100% 0% 0% かん水作業なし
換気 100% 50% 50% 育苗期間短縮

苗運搬 67% 75% 50% 運搬作業量減少
移植 101% 93% 67% 補給回数が減少

箱洗浄 67% 75% 50% 洗浄作業量減少

84% 82% 57%

労働時間（標準体系対比）

※標準体系は稚苗・
60株/坪・18 箱/10a

種子
予措

播種
育苗
管理

移植
作業

全体

作業
区分

作業名

平成28年3月 ＜研究PRパンフレット＞

乳苗疎植技術による春作業の省力・経費削減効果

水田利用部 稲作班 TEL:0229-26-5106


